
資料３－１ 

 

ふくしま ME（防災）、（保全）認定の基本方針（案） 

 

1． 根本となる認定水準の目安：土木技術者区分ガイドライン(土木学会)におけるグレ-ド 3（1 級土木技術者;技術

士，RCCM 相当）を目指す． 

 

2． 認定試験 

福島県の地象，気象環境を認識するとともに，主に道路構造物を対象とした社会基盤施設の災害や劣化を踏

まえた点検や診断，さらに対策を含む維持管理の業務を主体的に実施する能力を有しているとともに，福島県

における ME として留意するべき事項を把握し，若手技術者の範となり育成につとめる意欲を有していることを

確認する． 

1) 筆記試験（2 時間半から 3 時間程度） 

目的：専門知識の修得状況と維持管理に関する経験と判断力など実務能力を確認する． 

筆記試験の枠組み； 

・点検・診断・対策などの維持管理に関する専門知識の確認（択一問題等) 

・点検・診断・対策などの維持管理に係わる現場経験業務の特徴と留意点の確認(記述問題等) 

・点検・診断・対策などの維持管理に係わる知識と判断力の確認（記述問題等） 

 

2) 口頭試問（15 分程度，1 人に対して 2 人） 

目的：福島県における社会基盤施設の維持管理に関するポリシーを理解し，ふくしま ME の役割を認識してい

ることを確認する．さらに，適切な判断力に基づく実務能力を有していることも確認する． 

口頭試問の枠組み； 

・福島県の社会基盤施設に関する維持管理ポリシーの確認 

・ME の役割と認定後の抱負 

・点検・診断・対策に関するケーススタディーのヒヤリングによる専門技術の経験と判断力の確認 

 




